
学習に関する意識・実態と
学習到達度の関連

－「学習に関する意識・実態調査」と

「学習到達度に関する調査」のクロス分析より－

第３章
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１．「学力」の意味について

今回の分析では、「学習到達度に関する調査」の結果を「学力」とみなし、「学習に

関する意識・実態調査」の結果とクロスさせて分析している。第２章で詳述したが、

今回の調査が、現行の学習指導要領に示されている前学年までの目標が達成されてい

るかどうかを客観的に把握するとともに、幅広い資質・能力が測定できる内容である

と考えるためである。

しかし、測定する資質・能力は、筆記形式で短時間に行う１回限りのテストの範囲

にならざるを得ないという制約があり、ある程度は限られた範囲の「学力」を測定し

ていることは間違いない。また、実施教科も算数と国語の２教科にとどまる。この点

に留意して、調査結果をみる必要があると考える。

今後、さまざまなタイプの問題開発や経年での実施などによって、より包括的な「学

力」の把握が必要だが、今回は１つの試みとして調査実施、分析を行った。

２．「学力」の階層化

本章の分析のために、テストによって測定した得点を以下の手続きにより階層化し

た。

� 算数、国語の得点を偏差値に換算する。

� 偏差値６０以上を「上位」、５０以上６０未満を「中の上位」、４０以上５０未満を「中の下

位」、４０未満を「下位」として、それぞれの教科の学力階層を出す。

� 算数と国語の合計の得点を偏差値に換算する。

� 教科の学力階層と同様に、偏差値６０以上を「上位」、５０以上６０未満を「中の上位」、

４０以上５０未満を「中の下位」、４０未満を「下位」として、２教科合計の学力階層を

出す。

この結果、各教科および２教科合計の学力階層の人数、比率は、表３－１－１のよ

うになった。

分析にあたって

●第３回学習基本調査 小学生版

－１０８－



第３章では、「学習到達度に関する調査」

の結果から、算数、国語および２教科合計の

偏差値を求め、偏差値に対応して子どもの「学

力階層」の変数を作成した。本章では、算数

や国語の生の得点分布ではなく、ここで得ら

れた学力階層を用いて、「学力階層」と子ど

もの学習意識・行動との関連を検討する。

表３－１－１は算数、国語、２教科合計の

得点分布と偏差値、そしてそれに対応して作

られた「学力階層」変数を示したものである。

偏差値６０以上を「上位」、５０以上６０未満を「中

の上位」、４０以上５０未満を「中の下位」、４０未

満を「下位」とした。算数では、２５点満点の

うち、２３～２５点をとった１３．９％が「上位」に

分類された。そして、１７～２２点の４６．０％が「中

の上位」、１２～１６点の２３．０％が「中の下位」、

０～１１点の１７．１％が「下位」にそれぞれ分類

された。偏差値で学力階層を分けたので、そ

れぞれの階層ごとの人数は等しくはなく、た

とえば、算数では、「中の上位」の割合が多

くなっている。同様にして、子どもたちの学

力は、国語と２教科合計でも「上位」から「下

位」の４つの学力階層に分類された。

次に、表３－１－２で、算数の学力階層と

国語の学力階層の関連をみたところ、算数の

学力階層が「上位」の子どもで国語の学力階

層が「上位」なのは４１．１％、「中の上位」は

４９．７％、「中の下位」は９．２％であり、国語の

学力階層が高いほうに偏って分布している。

これに対して、算数の学力階層が「下位」の

子どもでは、国語の学力階層の「上位」が０．４％、

「中の上位」が９．６％、「中の下位」が３４．８％、

「下位」が５５．２％となっている。ここからは、

算数の学力階層と国語の学力階層との間には

強い正の相関がみてとれる。

最後に、表３－１－３で、性別に学力階層

をみると、算数では性別の差が小さい。しか

し、国語では、女子は「上位」が２１．７％、「中

の上位」が３９．９％、これらを合計して６１．６％

なのに対して、男子は「上位」が１１．２％、「中

の上位」が３４．２％、合計して４５．４％であり、

女子のほうが男子よりも学力階層が高い。ま

た、２教科合計でみても同じように、女子が

男子よりも高い学力階層に多い。

第１節 小学生の学習行動と学力

１．「学習到達度に関する調査」の得点分布と学力階層

「学習到達度に関する調査」の結果から、子どもの算数、国語、２教科合計
の学力を示す「学力階層」変数を作った。「学力階層」変数は、算数と国語
のテスト結果から偏差値を求め、偏差値にもとづいて算数の学力階層、国語
の学力階層、２教科合計の学力階層の３つを作成した。これら３変数のうち、
算数と国語の学力階層の間には強い正の相関があった。性別では、国語と２
教科合計で女子のほうが学力階層の「上位」に多い傾向があった。
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表３－１－１ 算数、国語、２教科合計の学力と学力階層

表３－１－２ 国語の学力階層（算数の学力階層別）

表３－１－３ 学力階層（性別）

注）（ ）内はサンプル数。

注）（ ）内はサンプル数。

偏差値 実際の得点 人数 ％ 累積％

算数
２５点満点

上位 ６０以上 ２３～２５ １８７ １３．９ １３．９

中の上位 ５０以上６０未満 １７～２２ ６２１ ４６．０ ５９．９

中の下位 ４０以上５０未満 １２～１６ ３１１ ２３．０ ８２．９

下位 ４０未満 ０～１１ ２３１ １７．１ １００．０

合計 		 		 １３５０ １００．０ 		

国語
３５点満点

上位 ６０以上 ２９～３５ ２１８ １６．２ １６．２

中の上位 ５０以上６０未満 ２１～２８ ４９７ ３６．９ ５３．１

中の下位 ４０以上５０未満 １４～２１ ４１６ ３０．９ ８４．０

下位 ４０未満 ０～１３ ２１６ １６．０ １００．０

合計 		 		 １３４７ １００．０ 		

２教科合
計６０点満
点

上位 ６０以上 ５０～６０ ２２７ １６．９ １６．９

中の上位 ５０以上６０未満 ３９～４９ ５１５ ３８．４ ５５．４

中の下位 ４０以上５０未満 ２７～３８ ３７１ ２７．７ ８３．１

下位 ４０未満 ０～２６ ２２７ １６．９ １００．０

合計 		 		 １３４０ １００．０ 		

算数の学力階層

上位
（１８５）

中の上位
（６１７）

中の下位
（３０８）

下位
（２３０）

国
語
の
学
力

階
層

上位（２１８） ４１．１ ２０．９ ３．９ ０．４

中の上位（４９６） ４９．７ ４８．６ ２６．６ ９．６

中の下位（４１５） ９．２ ２６．６ ５０．０ ３４．８

下位（２１１） ０．０ ３．９ １９．５ ５５．２

算 数 国 語 ２教科合計

男子
（７０３）

女子
（６４５）

男子
（７０４）

女子
（６４１）

男子
（６９９）

女子
（６３９）

上位 １４．１ １３．６ １１．２ ２１．７ １３．７ ２０．５

中の上位 ４４．５ ４７．６ ３４．２ ３９．９ ３７．５ ３９．６

中の下位 ２２．６ ２３．６ ３３．０ ２８．５ ２６．９ ２８．５

下位 １８．８ １５．２ ２１．６ ９．８ ２１．９ １１．４

（％）

（％）
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「好きこそものの上手なれ」という言葉が

あるが、図３－１－１は、まさに、教科の好

き嫌いと学力階層に相関があることを示して

いる。

算数が好きな子どもは、１８．４％が「上位」、

４９．８％が「中の上位」、合わせて約７割が偏

差値が５０以上であり、２０．０％が「中の下位」、

１１．８％が「下位」で、合わせて約３割が偏差

値５０より低くなっている。これに対して、算

数が好きでない子どもだと、「上位」と「中

の上位」を合わせて４９．８％にとどまっていて、

残りの約５割が偏差値が５０より低くなってい

る。算数を好きな子どもは、算数が“できる”

ということがわかる（図３－１－１�）。
国語でも、国語が好きな子どもは、「上位」

と「中の上位」を合わせた偏差値５０以上に約

６割が、「中の下位」と「下位」を合わせた

偏差値５０未満に約４割がいる。これに対して

国語を好きでない子どもの場合、「上位」と

「中の上位」を合わせた偏差値５０以上に５割

弱が、「中の下位」と「下位」を合わせた偏

差値５０未満に５割強がいるという結果になっ

ている。算数ほど相関は明確ではないが、国

語を好きな子どもほど国語の学力階層が高い

（図３－１－１�）。
続いて、表３－１－４は国語、社会、算数、

理科、総合的な学習の時間のそれぞれについ

て、好きかどうかによって算数と国語の学力

階層がどう違うのかをみたものである。理科

が好きだと算数の学力が高いのではないか、

社会が好きだと国語の学力が高いのではない

かなどと予想されたが、結果は、表にあるよ

うに各教科を好きか好きでないかは学力階層

と顕著な相関を示さない。算数の分布からみ

ると、算数が好きな子どもが算数の学力が高

いことはすでにみた通りである。しかし、こ

の表で興味深いことは、国語、社会、理科の

３教科、特に社会では、その教科を好きな子

どもは好きでない子どもよりも算数の学力階

層で「下位」の割合が高いことである。算数

以外の教科を好きだと算数の学力は高くなら

ないどころか、むしろ下位層が多くなってし

まうのである。同じ表で、国語の学力階層に

ついては、国語や算数を好きな子どもは国語

の上位層が増えるが、社会と理科を好きな子

どもは算数のときと同じように下位層が増え

るという傾向がみられる。

２．学校での学習の様子と学力


好きな教科・嫌いな教科と学力
算数が好きな子どもは算数の学力が高く、国語の好きな子どもは国語の学力
が高い傾向がある。しかしながら、興味深いのは国語、社会、理科の教科を
好きでも算数の学力は高くならず、むしろ、それらの教科を「好き」だと回
答している子どもは、算数の学力が低い傾向がみられることである。同じよ
うに、社会、理科を「好き」だと回答している子どもは、国語の学力階層で
「下位」の割合が高くなる傾向がみられる。

Ｑ あなたは、次の教科や学習の時間の勉強がどのくらい好きです

か。
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０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�
（％）�

注１）「好き」は算数について「とても好き」「まあ好き」と回答した児童。「好きでない」は「どちら�
　　　でもない」「まあ嫌い」「とても嫌い」と回答した児童。�
注２）（　）内はサンプル数。�

図３－１－１①　算数の学力階層（算数の好き嫌い別）�
�

１８．４� ４９．８� ２０．０� １１．８�

８．２� ４１．６� ２６．５� ２３．６�

上位� 中の上位� 中の下位� 下位�

好き（７５５）�

好きでない（５８４）�

０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�
（％）�

図３－１－１②　国語の学力階層（国語の好き嫌い別）�
�

１９．１� ３９．０� ２８．４� １３．５�

１２．６� ３４．６� ３３．９� １８．８�

上位� 中の上位� 中の下位� 下位�

好き（７４７）�

好きでない（５９５）�

注１）「好き」は国語について「とても好き」「まあ好き」と回答した児童。「好きでない」は「どちら�
　　　でもない」「まあ嫌い」「とても嫌い」と回答した児童。�
注２）（　）内はサンプル数。�

表３－１－４ 算数と国語の学力階層（各教科の好き嫌い別）

注１）「好き」は各教科について「とても好き」「まあ好き」と回答した児童。「好きでない」は「どちらでもない」「まあ嫌い」「とても嫌
い」と回答した児童。

注２）（ ）内はサンプル数。

国 語 社 会 算 数 理 科 総合的な学習の時間

好き
（７５０）

好きで
ない
（５９５）

好き
（６９６）

好きで
ない
（６４５）

好き
（７５５）

好きで
ない
（５８４）

好き
（９５０）

好きで
ない
（３８２）

好き
（８１５）

好きで
ない
（４３１）

算

数

上位 １５．２ １２．３ １４．９ １２．９ １８．４ ８．２ １４．２ １３．１ １４．７ １３．７

中の上位 ４４．８ ４７．７ ４１．７ ５０．７ ４９．８ ４１．６ ４５．２ ４９．０ ４６．９ ４７．３

中の下位 ２１．５ ２４．７ ２２．０ ２３．９ ２０．０ ２６．５ ２２．０ ２５．４ ２２．８ ２１．１

下位 １８．５ １５．３ ２１．４ １２．６ １１．８ ２３．６ １８．６ １２．６ １５．６ １７．９

国 語 社 会 算 数 理 科 総合的な学習の時間

好き
（７４７）

好きで
ない
（５９５）

好き
（６９２）

好きで
ない
（６４６）

好き
（７４９）

好きで
ない
（５８７）

好き
（９４２）

好きで
ない
（３８７）

好き
（８１０）

好きで
ない
（４３０）

国

語

上位 １９．１ １２．６ １７．８ １４．６ １８．７ １３．３ １５．１ １９．４ １５．８ １８．１

中の上位 ３９．０ ３４．６ ３５．３ ３８．９ ３７．４ ３６．６ ３６．７ ３７．５ ３８．６ ３７．４

中の下位 ２８．４ ３３．９ ２９．５ ３２．２ ２９．８ ３２．２ ３０．９ ３０．７ ３０．９ ２８．８

下位 １３．５ １８．８ １７．５ １４．４ １４．２ １７．９ １７．３ １２．４ １４．７ １５．６

（％）

●第３回学習基本調査 小学生版

－１１２－



図３－１－２�をみると、算数の学力階層
が「上位」の子どもの場合、８７．１％が算数の

授業を理解している（「ほとんどわかってい

る」「だいたいわかっている」と回答してい

る）のに対して、「中の上位」では７７．７％、「中

の下位」では６１．１％、「下位」では４３．７％し

か理解していない。「上位」と「下位」の差

は４３．４ポイントにも及んでおり、算数の学力

階層ごとの算数の理解度の差は非常に大きい

と言える。しかしそれだけでなく、算数の学

力が高いほど、国語、社会、理科の授業の理

解度も高くなることがわかった。国語を理解

している割合をみると、算数の学力階層が「上

位」の子どもの場合、９０．４％が「わかってい

る（ほとんど＋だいたい）」と回答している

のに対して、「下位」では５７．１％がそう答え

ているにすぎない。さらに、社会を理解して

いる割合でも、算数の学力階層「上位」の

７７．０％に対して「下位」では５３．２％であり、

２０ポイント強の差になっている。理科を理解

している割合でも算数の学力階層「上位」の

８５．５％に対して「下位」では７０．６％しか「わ

かっている」と回答していない。算数は、国

語や社会や理科の学習を進める上での基礎教

科的な役割を果たしている可能性を示唆して

いる。

次に、図３－１－２�で、国語の学力階層
別に各教科の授業の理解度をみると、国語で

は「上位」の９２．２％が「わかっている」と回

答しているのに対して、「中の上位」では

８２．１％、「中の下位」では６３．０％、そして「下

位」では４５．８％しかそう回答していない。「上

位」と「下位」の差は４６．４ポイントであり、

算数のときと同様、国語の学力階層ごとの国

語の理解度の差も非常に大きいと言える。

また、これも算数のときと同様に、国語の

学力が高いほど、社会、算数、理科の授業の

理解度が高くなっている。「上位」と「下位」

で理解している割合の差に着目すると、社会

と算数ではおよそ３５ポイント、理科でもおよ

そ２０ポイントの違いになっている。国語は算

数の場合以上に、社会や算数、理科の学習を

進める上での基礎教科的な役割を果たしてい

る可能性を示唆している。

最後に、図３－１－２�で、２教科合計の
学力階層別にみると、「上位」の子どもは各

教科とも８～９割が「わかっている」と回答

しているのに対して、「下位」では５割前後

から最高でも理科の６６．６％であった。そして、

「上位」と「下位」の差に着目すると、国語、

社会、算数で４０ポイント前後と大きな差を示

し、理科でもおよそ２０ポイントの差を示して

いる。前述のように、算数や国語は他の教科

の学習のための基礎教科的な役割を果たして

いる可能性が高いが、算数と国語を合わせた

変数である２教科合計の学力は、国語、算数、

理科、社会の非実技系教科の授業の理解度と

非常に強い相関を示している。

�授業の理解度と学力
算数の学力階層の違いによって算数の授業の理解度は大きく異なり、同様に、
国語の学力階層の違いによって国語の授業の理解度は大きく異なる。それだ
けでなく、算数や国語の学力が高いほど、他の非実技系教科（国語、社会、
算数、理科）の授業の理解度も高くなる。このことは、算数や国語が非実技
系教科の学習の基礎教科的な役割を果たしている可能性を示唆している。

Ｑ 学校の授業をどのくらい理解していますか（わかっていますか）。
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４０�

６０�

８０�

１００�
（％）�

注１）数値は「ほとんどわかっている」と「だいたいわかっている」の合計。�
注２）（　）内はサンプル数。�

図３－１－２①　授業の理解度（算数の学力階層別）�
�

国語� 社会� 算数� 理科�

６４．９�

５５．３�

５３．２�

７７．０�

８７．１� ８５．５�

７３．９�

６５．３�

７０．６�

７７．７�

６１．１�

４３．７�

７７．３�

９０．４�

６２．１�

５７．１� 上位（１８７）�
中の上位（６２１）�
中の下位（３１１）�
下位（２３１）�～�～�

０�

４０�

６０�

８０�

１００�
（％）�

注１）数値は「ほとんどわかっている」と「だいたいわかっている」の合計。�
注２）（　）内はサンプル数。�

図３－１－２②　授業の理解度（国語の学力階層別）�
�

８２．１�

６３．０�

４５．８� ４５．４�

５２．４�

６９．７�

７９．４�
８５．３�

７６．６�

６２．５�

５０．０�

６２．９�

８１．６�

７６．２�
６８．３�

国語� 社会� 算数� 理科�

９２．２�

上位（２１８）�
中の上位（４９７）�
中の下位（４１６）�
下位（２１６）�～�～�

０�

４０�

６０�

８０�

１００�
（％）�

注１）数値は「ほとんどわかっている」と「だいたいわかっている」の合計。�
注２）（　）内はサンプル数。�

図３－１－２③　授業の理解度（２教科合計の学力階層別）�
�

８０．６�

６０．４�

５１．１�
４７．６�

５２．９�

６６．４�

８２．４�
８８．５�

８３．７�

７６．３�

６６．６�

６５．０�

７８．４�

５９．３�

４７．１�

国語� 社会� 算数� 理科�

９３．９�

上位（２２７）�
中の上位（５１５）�
中の下位（３７１）�
下位（２２７）�～�～�
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本調査では、小学校の各教科に総合的な学

習の時間を加えた９つの教科や学習の時間の

中から、「がんばって勉強したい教科」を３

つ選んでもらっている。表３－１－５は、算

数、国語、２教科合計の各学力階層ごとに、

子どもがどの教科や学習の時間をがんばって

勉強したいと思っているかを示している（こ

の表では、非実技系の４教科と総合的な学習

の時間をとりだして示している）。

表３－１－５で明らかになったのは、学力

上位層よりも下位層のほうがその教科をがん

ばりたいと思うということである。

まず、算数の学力階層からみると、「上位」

が「下位」よりも顕著に多いのは総合的な学

習の時間のみで、「上位」２９．９％に対して「下

位」では１６．０％にとどまる。しかしながら、

国語に関しては「上位」２４．６％に対して「中

の上位」が３１．９％、「中の下位」が３７．０％、「下

位」が３４．２％と下位層の子どものほうががん

ばる気持ちを持っている。また、算数に関し

ても「上位」４５．５％に対して「下位」が５７．１％

になっている。一般に、学力が低いとあきら

めてがんばらなくなるという危惧があるが、

今回の調査結果では、算数の学力が低い子ど

ものほうが、むしろ、国語や算数をがんばっ

て勉強したいと思っている。ただし、理科と

社会をがんばって勉強したいという割合につ

いては、算数の学力階層別に顕著な差はなか

った。

そして、同じ表で、同様なことが国語の学

力階層や２教科合計の学力階層についても読

み取ることができた。

�がんばって勉強したい教科と学力
学力が低い子どもは学力の向上をあきらめて、勉強をがんばらなくなるとい
う見方がある。しかし、第３回調査の結果では、むしろ、算数、国語、２教
科合計の学力が低い子どものほうが高い子どもよりも、国語や算数をがんば
って勉強したいと思っている。

表３－１－５ がんばって勉強したい教科（学力階層別）

注１）９教科中から３つまでを選択。 注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。 注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

国語 ２４．６ ３１．９ ３７．０ ３４．２ ２４．８ ２９．６ ３６．３ ３８．９ ２２．９ ３２．２ ３６．１ ３５．７

社会 ３３．２ ３６．２ ３０．２ ２９．０ ３３．０ ３２．８ ３６．５ ２７．８ ３３．５ ３６．１ ３３．２ ２６．０

算数 ４５．５ ４８．３ ５２．１ ５７．１ ４７．７ ４９．３ ５２．２ ５２．８ ４０．１ ５１．３ ５３．９ ５３．７

理科 ２６．２ ２５．６ ２４．８ ２４．２ ２２．０ ２６．６ ２５．７ ２３．６ ２１．１ ２８．９ ２２．６ ２５．１

総合的な学習の時間 ２９．９ ２２．９ ２０．６ １６．０ ２８．０ ２５．２ １９．２ １４．４ ２９．５ ２４．３ １９．４ １４．５

あなたは、これから学校で、どんな教科や学習の時間をがんば

って勉強したいと思いますか。特にがんばりたいと思うものを

３つまで選んでください。

（％）
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学力を高めるためには、どのような授業態

度が効果的なのだろうか。表３－１－６�～
�は、授業中の様子ごとに学力階層の分布を
みたものである。「上位」と「中の上位」、つ

まり偏差値５０以上の階層に着目して、表３－

１－６�で算数の学力への影響からみてみよ
う。

まず、否定的な授業中の態度については、

予想通りの結果が得られた。「授業時間にな

っても教室に入らない」「授業中、勝手に席

を離れる」「先生に注意されても友だちとお

しゃべりを続ける」など重度の逸脱行動につ

いても、さらには「授業中にいねむりをする」

「マンガをかいたり、文房具で遊ぶ」「ぼうっ

と他のことを考えている」などの軽度の離脱

的な逸脱行動についても、授業中に逸脱的行

動を行わない子ども（「あまりない」「ほとん

どない」と回答した子ども）は、そのような

行動を行う子ども（「よくある」「時々ある」

と回答した子ども）よりも学力が高かった。

また、興味深いのは「近くの人とおしゃべ

りをする」に「ある」と回答した子どもは、

偏差値５０以上の２つの階層に５８．８％いるが、

「ない」と答えた子どもでも６２．１％であり、

その差は小さい。この程度の軽いおしゃべり

であれば、学力に対してあまり影響はない。

さらに、「授業中に、他の科目や塾の勉強を

する」では、「ある」が３５．７％なのに対して

「ない」が６１．３％と２５．６ポイントもの大きな

差になっている。学力を高めるためには「内

職」をするよりは、やはり、今受けている授

業を大事にすることが重要なのである。

次に、肯定的な授業態度に関して、「ある」

と「ない」を偏差値５０以上（「上位」＋「中

の上位」）で比べてみると、「黒板に書かれた

ことを、きちんとノートに書く」で１３．２ポイ

ント、「友だちの意見や発表をしっかりと聞

く」で１７．２ポイント、「自分の考えや意見を

発表する」で１９．１ポイントとなっている。こ

れら肯定的な授業態度が学力を高める効果を

果たしていると言える。ただし、「黒板に書

かれていなくても、先生の話で大切なことは

ノートに書く」では「ある」が５８．１％、「ない」

が６１．９％でその差は３．８ポイントしかない。

そこまでていねいにノートをとらなくてもよ

いということだろうか。

テストに関連した質問について、同様に偏

差値５０以上の割合の差をみると、まず、「本

当は解ける問題を不注意で間違えるとくやし

いと思う」が「ある」で６３．１％、「ない」で

４７．４％、次に「テストで間違えるとくやしい

と思う」では「ある」で６２．５％、「ない」で

５１．９％、最後に「テストで間違えた問題をや

り直す」でも「ある」で６３．５％、「ない」で

４６．５％となっている。くやしいと思う気持ち

や間違えた問題をやり直すことが高い学力に

帰結している。なお、「授業でわからないこ

とは、あとで先生に質問する」は肯定的な学


授業の受け方と学力
授業中に逸脱的行動を行わない子どもは、算数、国語、２教科合計ともに学
力が高い。また、肯定的な授業態度も高い学力と結びついている。しかし、
軽度のおしゃべりや必要以上にていねいにノートをとることには学力階層に
与える効果を読み取ることはできない。テストに関連しては、くやしいと思
う気持ちや間違えた問題をやり直すことが高い学力に帰結している。

Ｑ あなたの授業中の様子についてお聞きします。
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習行動であるが、「ある」で５２．７％なのに対

して「ない」で６３．３％となっており、質問す

る子どものほうが学力が低い。これは、わが

国の小学校ではわからない子どもがあきらめ

るのではなく、わからないからこそ質問する

という、当たり前のことが行われている結果

とみてよいのではないだろうか。

表３－１－６�で、算数の学力階層の場合
と同じ傾向が国語の学力階層の場合にもみて

とれる。そして、算数と国語の学力階層で同様

な傾向が現れているので、２教科合計につい

ても、表３－１－６�で同じ傾向が読み取れる。

表３－１－６� 算数の学力階層（授業の受け方別）

注１）「ある」は「よくある」「時々ある」と回答した児童。「ない」は「あまりない」「ほとんどない」と回答した児童。
注２）数値部分のアミかけは「上位」と「中の上位」の合計で「ある」と「ない」の差が１０％以上のもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

上位 中の上位 上位＋
中の上位 中の下位 下位

授業でわからないことは、あとで先生
に質問する

ある（４３２）
ない（９０９）

１１．３
１５．０

４１．４
４８．３

５２．７
６３．３

２５．９
２１．７

２１．３
１５．１

授業の内容が難しいと思う ある（６９７）
ない（６４６）

８．２
２０．１

４２．８
４９．５

５１．０
６９．６

２５．８
１９．８

２３．２
１０．５

授業の内容が簡単すぎると思う ある（５６１）
ない（７７６）

１９．６
９．９

４９．２
４３．７

６８．８
５３．６

１８．４
２６．３

１２．８
２０．１

授業中にいねむりをする ある（ ４８）
ない（１２９１）

６．３
１４．２

３５．４
４６．６

４１．７
６０．８

２５．０
２２．９

３３．３
１６．３

マンガをかいたり、文房具で遊ぶ ある（３２７）
ない（１００９）

１１．０
１５．０

４１．６
４７．３

５２．６
６２．３

２５．１
２２．５

２２．３
１５．３

近くの人とおしゃべりをする ある（８５９）
ない（４８０）

１３．２
１５．４

４５．６
４６．７

５８．８
６２．１

２４．２
２１．０

１７．０
１６．９

授業中に、他の科目や塾の勉強をする ある（ ７３）
ない（１２６２）

１１．０
１４．０

２４．７
４７．３

３５．７
６１．３

２６．０
２３．１

３８．４
１５．６

ぼうっと他のことを考えている ある（４８６）
ない（８４４）

１１．１
１５．５

４１．４
４９．１

５２．５
６４．６

２５．５
２１．３

２２．０
１４．１

黒板に書かれたことを、きちんとノー
トに書く

ある（１２０７）
ない（１３３）

１４．５
９．０

４６．８
３９．１

６１．３
４８．１

２３．１
２１．８

１５．６
３０．１

授業時間になっても教室に入らない ある（１４２）
ない（１１９１）

１０．６
１４．４

４０．８
４６．９

５１．４
６１．３

２５．４
２２．７

２３．２
１６．０

授業中、勝手に席を離れる ある（ ９７）
ない（１２３４）

５．２
１４．６

３３．０
４７．２

３８．２
６１．８

３０．９
２２．４

３０．９
１５．８

先生に注意されても友だちとおしゃべ
りを続ける

ある（１３８）
ない（１１９８）

９．４
１４．５

４２．０
４６．６

５１．４
６１．１

２９．０
２２．１

１９．６
１６．８

黒板に書かれていなくても、先生の話
で大切なことはノートに書く

ある（６３０）
ない（７０７）

１３．７
１４．１

４４．４
４７．８

５８．１
６１．９

２３．７
２２．３

１８．３
１５．７

本当は解ける問題を不注意で間違える
とくやしいと思う

ある（１０７６）
ない（２６８）

１５．１
９．０

４８．０
３８．４

６３．１
４７．４

２２．４
２５．７

１４．５
２６．９

テストで間違えるとくやしいと思う ある（１０４４）
ない（２９３）

１４．９
１０．６

４７．６
４１．３

６２．５
５１．９

２１．７
２６．６

１５．７
２１．５

テストで間違えた問題をやり直す ある（１０５５）
ない（２８４）

１４．７
１１．３

４８．８
３５．２

６３．５
４６．５

２１．６
２８．５

１４．９
２５．０

友だちの意見や発表をしっかりと聞く ある（１１８９）
ない（１５４）

１４．６
８．４

４７．４
３６．４

６２．０
４４．８

２２．６
２５．３

１５．４
２９．９

自分の考えや意見を発表する ある（７５１）
ない（５９５）

１７．０
９．９

５１．３
３９．３

６８．３
４９．２

１９．４
２７．６

１２．３
２３．２

（％）
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表３－１－６� 国語の学力階層（授業の受け方別）

注１）「ある」は「よくある」「時々ある」と回答した児童。「ない」は「あまりない」「ほとんどない」と回答した児童。
注２）数値部分のアミかけは「上位」と「中の上位」の合計で「ある」と「ない」の差が１０％以上のもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

上位 中の上位 上位＋
中の上位 中の下位 下位

授業でわからないことは、あとで先生
に質問する

ある（４３３）
ない（９０５）

１２．７
１７．８

３３．７
３８．３

４６．４
５６．１

３４．２
２９．４

１９．４
１４．５

授業の内容が難しいと思う ある（６９６）
ない（６４４）

１１．４
２１．６

３１．９
４２．５

４３．３
６４．１

３６．６
２４．４

２０．１
１１．５

授業の内容が簡単すぎると思う ある（５６０）
ない（７７４）

２０．４
１３．２

３８．８
３５．９

５９．２
４９．１

２６．４
３３．９

１４．５
１７．１

授業中にいねむりをする ある（ ４８）
ない（１２８７）

２．１
１６．９

２９．２
３７．４

３１．３
５４．３

３１．３
３０．８

３７．５
１５．０

マンガをかいたり、文房具で遊ぶ ある（３２９）
ない（１００４）

１０．６
１８．０

３１．９
３８．７

４２．５
５６．７

３５．９
２９．３

２１．６
１３．９

近くの人とおしゃべりをする ある（８５６）
ない（４８０）

１５．４
１７．５

３７．５
３６．５

５２．９
５４．０

３０．０
３２．３

１７．１
１３．８

授業中に、他の科目や塾の勉強をする ある（ ７３）
ない（１２５９）

９．６
１６．８

１９．２
３７．９

２８．８
５４．７

３５．６
３０．７

３５．６
１４．７

ぼうっと他のことを考えている ある（４８４）
ない（８４３）

１２．２
１８．５

３４．３
３８．８

４６．５
５７．３

３２．６
２９．８

２０．９
１２．９

黒板に書かれたことを、きちんとノー
トに書く

ある（１２０４）
ない（１３３）

１６．７
１２．０

３８．１
２６．３

５４．８
３８．３

３０．６
３２．３

１４．５
２９．３

授業時間になっても教室に入らない ある（１４２）
ない（１１８８）

１０．６
１７．０

２６．８
３８．６

３７．４
５５．６

３５．９
３０．１

２６．８
１４．３

授業中、勝手に席を離れる ある（１００）
ない（１２２８）

５．０
１７．３

２０．０
３８．４

２５．０
５５．７

３７．０
３０．４

３８．０
１４．０

先生に注意されても友だちとおしゃべ
りを続ける

ある（１３９）
ない（１１９４）

１０．１
１７．１

３２．４
３７．６

４２．５
５４．７

３３．１
３０．６

２４．５
１４．７

黒板に書かれていなくても、先生の話
で大切なことはノートに書く

ある（６２９）
ない（７０５）

１７．３
１５．３

３８．８
３５．５

５６．１
５０．８

３０．０
３１．２

１３．８
１８．０

本当は解ける問題を不注意で間違える
とくやしいと思う

ある（１０７１）
ない（２７０）

１７．３
１２．２

３９．４
２７．８

５６．７
４０．０

３０．２
３３．３

１３．２
２６．７

テストで間違えるとくやしいと思う ある（１０３６）
ない（２９８）

１７．０
１３．４

３８．８
３０．９

５５．８
４４．３

２９．９
３３．６

１４．３
２２．１

テストで間違えた問題をやり直す ある（１０４９）
ない（２８７）

１７．５
１１．１

３９．４
２７．９

５６．９
３９．０

２９．５
３６．２

１３．６
２４．７

友だちの意見や発表をしっかりと聞く ある（１１８５）
ない（１５５）

１７．６
５．８

３８．６
２４．５

５６．２
３０．３

３０．０
３７．４

１３．８
３２．３

自分の考えや意見を発表する ある（７５２）
ない（５９１）

１９．１
１２．５

４１．４
３１．５

６０．５
４４．０

２８．２
３４．２

１１．３
２１．８

（％）
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表３－１－６� ２教科合計の学力階層（授業の受け方別）

注１）「ある」は「よくある」「時々ある」と回答した児童。「ない」は「あまりない」「ほとんどない」と回答した児童。
注２）数値部分のアミかけは「上位」と「中の上位」の合計で「ある」と「ない」の差が１０％以上のもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

上位 中の上位 上位＋
中の上位 中の下位 下位

授業でわからないことは、あとで先生
に質問する

ある（４３０）
ない（９０１）

１５．３
１７．５

３３．７
４０．７

４９．０
５８．２

２９．５
２６．９

２１．４
１４．９

授業の内容が難しいと思う ある（６９０）
ない（６４３）

１０．６
２４．０

３２．３
４４．９

４２．９
６８．９

３５．７
１９．０

２１．４
１２．１

授業の内容が簡単すぎると思う ある（５５８）
ない（７６９）

２２．２
１３．１

４１．４
３６．５

６３．６
４９．６

２２．２
３１．３

１４．２
１９．０

授業中にいねむりをする ある（ ４７）
ない（１２８２）

２．１
１７．６

３１．９
３８．９

３４．０
５６．５

２１．３
２７．７

４４．７
１５．８

マンガをかいたり、文房具で遊ぶ ある（３２５）
ない（１００１）

１１．７
１８．９

３２．６
４０．２

４４．３
５９．１

３２．６
２６．２

２３．１
１４．８

近くの人とおしゃべりをする ある（８５２）
ない（４７７）

１６．５
１７．６

３７．７
４０．３

５４．２
５７．９

２８．４
２６．２

１７．４
１５．９

授業中に、他の科目や塾の勉強をする ある（ ７２）
ない（１２５３）

１１．１
１７．５

１８．１
３９．５

２９．２
５７．０

２６．４
２７．９

４４．４
１５．２

ぼうっと他のことを考えている ある（４８１）
ない（８３９）

１３．５
１９．０

３３．３
４１．８

４６．８
６０．８

３１．０
２５．６

２２．２
１３．６

黒板に書かれたことを、きちんとノー
トに書く

ある（１１９９）
ない（１３１）

１７．６
１２．２

３９．４
２８．２

５７．０
４０．４

２７．５
２９．０

１５．４
３０．５

授業時間になっても教室に入らない ある（１４１）
ない（１１８２）

１１．３
１７．９

２７．７
４０．０

３９．０
５７．９

３４．０
２６．８

２７．０
１５．３

授業中、勝手に席を離れる ある（ ９６）
ない（１２２５）

３．１
１８．２

２０．８
３９．９

２３．９
５８．１

３９．６
２６．７

３６．５
１５．２

先生に注意されても友だちとおしゃべ
りを続ける

ある（１３６）
ない（１１９０）

８．８
１８．１

３６．８
３８．８

４５．６
５６．９

３０．１
２７．１

２４．３
１６．０

黒板に書かれていなくても、先生の話
で大切なことはノートに書く

ある（６２６）
ない（７０１）

１７．３
１６．８

３９．６
３７．８

５６．９
５４．６

２６．５
２８．４

１６．６
１７．０

本当は解ける問題を不注意で間違える
とくやしいと思う

ある（１０６８）
ない（２６６）

１８．６
１０．５

４０．３
３１．６

５８．９
４２．１

２７．５
２８．２

１３．６
２９．７

テストで間違えるとくやしいと思う ある（１０３５）
ない（２９２）

１８．０
１４．０

４０．１
３２．５

５８．１
４６．５

２７．２
２９．１

１４．７
２４．３

テストで間違えた問題をやり直す ある（１０４６）
ない（２８３）

１９．２
８．８

４０．６
３０．４

５９．８
３９．２

２５．８
３４．３

１４．３
２６．５

友だちの意見や発表をしっかりと聞く ある（１１８０）
ない（１５３）

１８．３
７．２

４０．１
２６．１

５８．４
３３．３

２７．１
３２．０

１４．５
３４．６

自分の考えや意見を発表する ある（７４８）
ない（５８８）

２１．５
１１．２

４１．７
３４．４

６３．２
４５．６

２５．７
３０．１

１１．１
２４．３

（％）
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学力階層別に学校での好きな勉強方法をみ

たものが、表３－１－７である。この表をみ

ると、「パソコンを使ってする勉強」は、算

数、国語、２教科合計ともに上位層から下位

層までがまんべんなく好きな勉強方法であり、

学力階層による差が小さい。学力階層別で好

き嫌いの差が小さいという観点からは、学校

でのパソコン利用は大いに進められるべきで

ある。

これ以外の勉強方法では、学力階層によっ

て好きな割合の差が非常に大きい。「苦手度

が大きい（＝好きな割合が少ない）勉強方法」

という視点でみると、まず、算数の学力階層

が「下位」の子どもは、「ドリルやプリント

を使ってする授業（５２．８％：「とても好き」

「好き」と回答した割合。以下、同様）」が苦

手である。次に、国語の学力階層が「下位」

の子どもは、「考えたり調べたりしたことを

いろいろ工夫して発表すること（４２．１％）」

「個人（自分一人）で何かを考えたり調べた

りする授業（４９．５％）」が苦手である。下位

層の子どもたちには、これらの勉強方法は避

けてあげるか、あるいは、好きになれるよう

に方法を改善するか、もしくは実施時に何ら

かのサポートが必要である。

また、学力上位層が（上位層であるにもか

かわらず）比較的苦手である勉強方法につい

てみてみよう。まず、算数の学力階層が「上

位」の子どもは、「個人（自分一人）で何か

を考えたり調べたりする授業（６１．０％）」「考

えたり調べたりしたことをいろいろ工夫して

発表すること（６７．４％）」「いろいろな人に聞

きに行ってする授業や調査（７０．０％）」で「好

き」と回答する割合が、相対的に小さい。さ

らに、国語の学力階層が「上位」の子どもは、

算数の場合と同じ「個人で何かを考えたり調

べたりする授業（５９．１％）」「考えたり調べた

りしたことをいろいろ工夫して発表すること

（６３．３％）」「いろいろな人に聞きに行ってす

る授業や調査（７１．１％）」に加えて、「ドリル

やプリントを使ってする授業（７１．１％）」が

やや苦手なようである。

最後に、「座学」の典型とされる「先生が

黒板を使いながら教えてくれる授業」は、算

数の学力階層でも国語の学力階層でも、下位

の子どもでおよそ８割、上位の子どもでおよ

そ９割が「好き」だと答えている。近年の風

潮では、ともすると生きる力や体験的要素を

強調するあまり座学を否定しがちであるが、

座学は子どもたちによって好かれている勉強

方法の１つであることを忘れてはならない。

�好きな学校の勉強方法と学力
「パソコンを使ってする勉強」は上位層から下位層までがまんべんなく好き
な勉強方法であり、学力階層による差が小さい。それ以外の勉強方法につい
てはいずれも、学力階層によって「好き」と回答する割合の差が非常に大きい。

Ｑ あなたは、次にあげる学校の勉強方法は、どのくらい好きです

か。

●第３回学習基本調査 小学生版

－１２０－



���

��� ��� ���

��� ��� ���

��� ��� ���

��� ��� ���

��� ��� ���

��� ��� ���

��� ��� ���

��� ��� ���

��� ��� ���

表３－１－７ 好きな学校の勉強方法（学力階層別）

注１）数値は「とても好き」と「好き」の合計。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

先生が黒板を使いなが
ら教えてくれる授業 ８８．８ ８７．６ ８３．６ ７７．０ ８９．５ ８６．７ ８５．６ ７６．４ ８９．９ ８７．８ ８５．４ ７４．５

個人（自分一人）で何かを
考えたり調べたりする授業 ６１．０ ５３．０ ５０．５ ４９．８ ５９．１ ５４．１ ４９．１ ４９．５ ６２．６ ５２．２ ４９．３ ５０．２

グループで何かを考え
たり調べたりする授業 ９１．４ ８７．３ ８５．２ ７７．５ ９１．３ ８６．７ ８５．８ ７６．９ ９０．７ ８９．１ ８１．９ ７８．４

ドリルやプリントを使
ってする授業 ７７．０ ６６．５ ６７．９ ５２．８ ７１．１ ６８．６ ６３．７ ５８．８ ７４．０ ６８．０ ６５．０ ５５．５

自分たちでテーマや調
べ方を決めてする授業 ７７．０ ７４．１ ７１．４ ６４．１ ８０．３ ７４．８ ７１．７ ５７．９ ７８．８ ７５．５ ７０．１ ６０．８

パソコンを使ってする
勉強 ９３．６ ９３．１ ８８．７ ８７．８ ９４．１ ９１．５ ９０．９ ８７．９ ９３．４ ９２．７ ９０．３ ８７．２

学校外のいろいろな場所
に行ってする授業や調査 ９０．４ ９０．５ ８７．７ ７９．７ ８８．５ ９０．６ ８８．２ ７９．６ ８８．９ ９１．２ ８７．６ ７９．７

いろいろな人に聞きに
行ってする授業や調査 ７０．０ ７２．８ ６８．８ ６２．７ ７１．１ ７４．６ ６８．３ ５７．８ ６９．６ ７５．０ ６８．２ ５９．９

友だちと話し合いなが
ら進めていく授業 ８６．１ ８４．５ ８３．２ ７４．９ ８６．７ ８４．３ ８３．４ ７３．７ ８８．１ ８５．８ ８１．４ ７３．１

考えたり調べたりしたことをい
ろいろ工夫して発表すること ６７．４ ５９．５ ５２．４ ４５．５ ６３．３ ６２．７ ５２．６ ４２．１ ６４．８ ６２．９ ５０．７ ４３．６

（％）
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図３－１－３①　家庭での時間の過ごし方（算数の学力階層別）�
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上位（１８７）�
中の上位（６２１）�
中の下位（３１１）�
下位（２３１）�

学力階層別に家庭での過ごし方をみたもの

が、図３－１－３�～�である。
まず、図３－１－３�で、算数の学力階層

別に家庭での過ごし方をみると、「上位」の

子どもは「平日に１時間以上勉強する」割合

が７１．６％と７割を超えているのに対して、「中

の上位」では６３．２％、「中の下位」では５７．２％、

そして「下位」では４５．８％と５割を切ってい

る。また、同じく「休日に１時間以上勉強す

る」割合も、「上位」の子どもは５７．７％とお

よそ６割であるのに対して、「中の上位」で

は４３．４％、「中の下位」では３６．０％、「下位」

３．家での学習の様子と学力


家での学習時間と学力
算数の学力階層が「上位」の子どもほど勉強時間が長くなり、「下位」の子
どもほどテレビ視聴の時間が長くなる。国語と２教科合計の学力階層別にも
ほぼ同じ傾向が読み取れた。

Ｑ
●あなたはふだん（月曜日～金曜日）、家に帰ってから何時間

くらい勉強しますか。学習塾や家庭教師について勉強する時

間も含めてください。
●日曜日は、家で何時間くらい勉強しますか。学習塾や家庭教

師について勉強する時間も含めてください。
●ふだん（月曜日～金曜日）テレビを１日に何時間くらい見ま

すか。
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図３－１－３②　家庭での時間の過ごし方（国語の学力階層別）�
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図３－１－３③　家庭での時間の過ごし方（２教科合計の学力階層別）�
�

注１）「平日に１時間以上勉強する割合」および「休日に１時間以上勉強する割合」の数値は、「１時間」「１時間３０分」「２�
　　　時間」「２時間３０分」「３時間」「３時間３０分」「それ以上」の合計。「平日に３時間以上テレビを視聴する割合」の数�
　　　値は、「３時間」「３時間３０分」「それ以上」の合計。�
注２）（　）内はサンプル数。�
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では２９．１％とおよそ３割になっている。明ら

かに学力階層が高いほど勉強時間が長い。反

対に、「平日に３時間以上テレビを視聴する」

割合は「上位」が３７．４％に対して、「中の上

位」は４７．０％、「中の下位」は５３．４％、そし

て「下位」ではやや減るものの５２．０％となっ

ている。算数の学力階層が高いと勉強時間が

長くなり、低いとテレビ視聴の時間が長くな

る。

なお、図３－１－３�、図３－１－３�で、
国語と２教科合計の学力階層別でもほぼ同じ

傾向が読み取れる。
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家庭での学習方法・態度は、子どもの学力

に対してどのように影響を与えているのだろ

うか。表３－１－８は、家庭での学習の様子

別に算数、国語、２教科合計の学力階層の分

布をみたものである。なお、この表では、第

１章でみた４つの因子を特徴づける質問項目

ごとに整理して学力階層の分布を表示した。

ここでは、偏差値５０以上の子どもの割合、す

なわち「上位」と「中の上位」を合計した割

合をもとに考察する。

最初に、「けじめ・計画性因子」を特徴づ

けている質問項目では、算数と国語、２教科

合計のすべての学力階層で「家族に言われな

くても自分から進んで勉強する」か否かで偏

差値５０以上の割合に差があった。算数では「あ

てはまる」６２．８％対「あてはまらない」４９．６％、

国語では５６．６％対４０．２％、２教科合計では

５９．４％対４０．８％と、自分から進んで勉強する

子どものほうに学力上位層が多かった。同じ

く、「何かを覚えるときには、読んで覚える

のではなく書いて覚えるようにしている」で

も算数が６２．３％対５２．１％、国語が５６．０％対

４３．０％、２教科合計が５８．６％対４４．４％となっ

ており、書いて覚えるほうが学力が高くなる。

その他の項目でも、けじめや計画性のある子

どものほうが学力が高い傾向がある。

続いて、「まじめ因子」を特徴づけていた

質問項目ではほとんどすべてで、まじめな学

習態度が学力を高めていることがわかる。な

かでも、「出された宿題をきちんとやってい

く」ことは大切で、算数の学力階層で偏差値

５０以上の割合は、「あてはまる」６１．３％に対

して「あてはまらない」は３３．４％であった。

同じく国語では、「あてはまる」の５５．０％に

対して「あてはまらない」はわずか１８．３％で

あり、２教科合計でも、「あてはまる」の５７．４％

に対して「あてはまらない」はわずか１７．５％

であった。宿題をきちんとやることが学力を

高める効果は非常に大きいと言える。

「中途半端因子」を特徴づけていた質問項

目では、算数、国語、２教科合計の３つすべ

ての学力階層の分布に関して、「『勉強は学校

だけですればいい』と思う」や「勉強してい

て問題の答えがわからないと、途中でやる気

がなくなる」と答えた子どもは学力階層の下

位に多かった。特に「『勉強は学校だけです

ればいい』と思う」と「勉強していて問題の

答えがわからないと、途中でやる気がなくな

る」の２つについては、中途半端に勉強を終

わらせてしまう態度が学力を高めることの障

害となっているようだ。

最後に「がまん因子」を特徴づけている「が

まんして机に向かう」は、算数も国語も２教

科合計もまったく学力階層による差を生みだ

していない。がまんして机に向かわせること

は学力を高める上であまり効果がないようで

ある。

�家での学習の様子と学力
家庭での学習方法や態度が学力階層の分布に与える影響をみたところ、けじ
めや計画性のある子ども、まじめな学習態度の子どもは学力が高いことがわ
かった。なかでも、宿題をきちんとやることが学力を高める効果は非常に大
きい。反対に、中途半端に勉強を終わらせてしまう態度が学力を高めること
の障害となっている。ただし、第３回調査からは、がまんして机に向かわせ
ることは学力を高める上であまり効果がないという結果になった。

Ｑ あなたは家で勉強するとき、次のようなことをしますか。
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表３－１－８ 算数、国語、２教科合計の学力階層（家での学習の様子別）

注１）「あてはまる」はそれぞれの項目について「あてはまる」「まああてはまる」と回答した児童。「あてはまらない」は「あてはまら
ない」と回答した児童。

注２）数値部分のアミかけは「上位」と「中の上位」の合計の差が、「あてはまる」と「あてはまらない」の間で１０％以上のもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

けじめ・計画性因子
計画を立て
て勉強する

机に向かったら、
すぐに勉強にと
りかかる

家族に言われな
くても自分から
進んで勉強する

何かを覚えるときには、
読んで覚えるのではな
く、書いて覚える

自分で興味を持った
ことを、学校の勉強
に関係なく調べる

ラジオやテレビ、
CDをつけっ放
しで勉強する

授業で習ったこ
とは、その日の
うちに復習する

予習をして
から授業を
受ける

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

算

数

（７８３）（５５２）（８９９）（４３９）（１０７３）（２７０）（１０５９）（２７８）（８６８）（４６５）（６１０）（７２９）（６７３）（６６１）（７６１）（５８１）

上位 １４．７１３．０１４．８１２．１１５．４ ８．１１４．４１２．２１４．２１３．５１１．６１５．９１４．７１３．０１２．１１６．４

中の上位 ４７．０４５．１４７．３４４．０４７．４４１．５４７．９３９．９４７．１４４．５４５．２４６．９４３．５４９．２４４．９４７．８

上位＋中の上位 ６１．７５８．１６２．１５６．１６２．８４９．６６２．３５２．１６１．３５８．０５６．８６２．８５８．２６２．２５７．０６４．２

中の下位 ２２．３２３．９２１．９２５．３２２．３２５．６２２．３２５．９２３．８２１．１２５．９２０．６２４．８２１．０２５．２２０．０

下位 １６．０１７．９１６．０１８．７１４．９２４．８１５．５２１．９１４．９２０．９１７．２１６．６１６．９１６．８１７．７１５．８

国

語

（７７９）（５５３）（８９５）（４４０）（１０６９）（２７１）（１０５５）（２７９）（８６４）（４６５）（６０９）（７２７）（６７１）（６６０）（７５７）（５８２）

上位 １７．２１５．２１７．９１３．２１７．５１１．４１７．３１２．２１７．９１３．３１２．８１９．３１７．３１５．２１７．７１４．４

中の上位 ３８．６３４．４３８．８３３．６３９．１２８．８３８．７３０．８３７．６３６．６３７．８３６．６３８．６３５．６３６．９３７．１

上位＋中の上位 ５５．８４９．６５６．７４６．８５６．６４０．２５６．０４３．０５５．５４９．９５０．６５５．９５５．９５０．８５４．６５１．５

中の下位 ３０．４３１．６２９．８３２．５２９．７３５．８３０．３３２．３３０．６３１．４３５．１２７．２３０．４３１．７２８．１３４．５

下位 １３．７１８．８１３．５２０．７１３．８２４．０１３．６２４．７１３．９１８．７１４．３１６．９１３．７１７．６１７．３１３．９

２
教
科
合
計

（７７６）（５４９）（８９３）（４３５）（１０６６）（２６７）（１０５２）（２７５）（８６１）（４６２）（６０５）（７２４）（６６７）（６５７）（７５４）（５７８）

上位 １８．０１５．８１８．５１４．０１８．５１１．２１８．３１２．４１８．０１５．６１３．７１９．９１７．５１６．３１７．０１７．１

中の上位 ４０．７３５．５４１．０３４．０４０．９２９．６４０．３３２．０４０．５３５．５３８．７３８．８３９．９３７．７３８．２３９．３

上位＋中の上位 ５８．７５１．３５９．５４８．０５９．４４０．８５８．６４４．４５８．５５１．１５２．４５８．７５７．４５４．０５５．２５６．４

中の下位 ２６．７２９．０２５．６３１．５２５．８３５．２２６．５３２．０２７．３２７．５３２．１２３．８２７．４２７．９２７．６２７．５

下位 １４．６１９．７１４．９２０．５１４．８２４．０１４．９２３．６１４．２２１．４１５．５１７．５１５．１１８．１１７．２１６．１

まじめ因子 中途半端因子 がまん因子
授業で習ったこと
を、自分でもっと
詳しく調べる

出された宿題
をきちんとや
っていく

嫌いな科目
の勉強も一
生懸命する

「勉強は学校
だけですれば
いい」と思う

勉強していて問題の答
えがわからないと、途
中でやる気がなくなる

勉強していてわか
らないことがある
と、家の人に聞く

居間や食卓
で勉強する

がまんして
机に向かう

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

あては
まる

あてはま
らない

算

数

（７８２）（５５６）（１２８３）（５７）（１１０２）（２３７）（４３２）（９０８）（７２４）（６１０）（１２４７）（８６）（８１０）（５２４）（７２３）（６１１）

上位 １３．６１４．４１４．４ １．８１４．６１０．５ ８．６１６．５１０．２１８．４１３．８１４．０１４．６１３．０１４．７１３．３

中の上位 ４７．８４４．１４６．９３１．６４７．２４１．４４０．５４９．０４２．４５０．８４６．７４１．９４６．０４６．６４４．７４７．６

上位＋中の上位 ６１．４５８．５６１．３３３．４６１．８５１．９４９．１６５．５５２．６６９．２６０．５５５．９６０．６５９．６５９．４６０．９

中の下位 ２３．０２３．０２２．８２９．８２２．６２５．３２８．７２０．３２４．９２０．８２３．０２４．４２３．３２２．５２３．０２３．２

下位 １５．６１８．５１５．９３６．８１５．６２２．８２２．２１４．２２２．５１０．０１６．５１９．８１６．０１７．９１７．７１５．９

国

語

（７７８）（５５７）（１２７７）（６０）（１０９６）（２４０）（４３２）（９０５）（７２３）（６０７）（１２４１）（８９）（８１０）（５２１）（７２０）（６１１）

上位 １７．６１４．４１６．８ ５．０１７．２１１．７ ９．３１９．７１１．３２２．４１６．７１１．２１６．３１６．５１４．４１８．３

中の上位 ４０．５３２．５３８．２１３．３３８．９２８．８３１．９３９．４３４．０４０．９３７．１３７．１３７．５３６．５３８．２３５．７

上位＋中の上位 ５８．１４６．９５５．０１８．３５６．１４０．５４１．２５９．１４５．３６３．３５３．８４８．３５３．８５３．０５２．６５４．０

中の下位 ２８．５３４．３３０．１４８．３２９．８３６．３３６．６２８．２３５．３２５．４３１．１２８．１３２．６２８．０３２．１２９．５

下位 １３．４１８．９１４．９３３．３１４．１２３．３２２．２１２．７１９．４１１．４１５．１２３．６１３．６１９．０１５．３１６．５

２
教
科
合
計

（７７６）（５５２）（１２７３）（５７）（１０９２）（２３７）（４２９）（９０１）（７１８）（６０６）（１２３７）（８６）（８０４）（５２０）（７１８）（６０６）

上位 １７．９１５．８１７．６ ３．５１８．０１２．２ ９．３２０．８１２．０２３．３１７．５１０．５１７．５１６．５１５．６１８．８

中の上位 ４２．０３４．２３９．８１４．０４０．２３１．６３２．４４１．６３４．５４３．６３８．８３８．４３８．６３９．０３９．４３７．５

上位＋中の上位 ５９．９５０．０５７．４１７．５５８．２４３．８４１．７６２．４４６．５６６．９５６．３４８．９５６．１５５．５５５．０５６．３

中の下位 ２５．９３０．１２６．８４９．１２６．９３１．２３５．０２４．２３１．９２２．６２７．６２９．１２８．６２５．８２７．９２７．６

下位 １４．２１９．９１５．８３３．３１４．８２４．９２３．３１３．４２１．６１０．６１６．２２２．１１５．３１８．７１７．１１６．２

（％）

●第３回学習基本調査 小学生版
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学力階層別に、子どもたちの日常生活の中

の広い意味での「学習」の様子をみてみよう

（表３－１－９）。まず、２教科合計からみる

と、「歴史の本や伝記の本を読む（「上位」

５０．２％対「下位」３５．７％）」「文学・小説・物

語・童話などの本を読む（７７．６％対５２．０％）」

「新聞のニュース欄を読む（４９．３％対３６．１％）」

「地域の図書館で本を読んだり借りたりする

（６１．７％対４０．１％）」などとなっていて、学力

上位層ほどこうした「学習」をよく行う傾向

がある。しかしながら、「自然や動物・植物

の本を読む（５２．９％対６２．１％）」「家でペット

や動物・植物の世話をする（５９．９％対６５．２％）」

などの自然や動植物にかかわることがらでは、

学力下位層の子どものほうがよく行っている。

さらに、「美術館や博物館に行く（３０．４％対

３０．４％）」「日記をつける（３３．９％対３４．８％）」

では、学力階層による差が小さい。

同じ表で、算数と国語の学力階層別にも、

２教科合計の学力階層別とほぼ同じ傾向が読

み取れるが、国語の場合、その傾向は非常に

顕著なものとなる。「上位」と「下位」の子

どもの差に着目してみていくと、「歴史の本

や伝記の本を読む」でおよそ２割、「文学・

小説・物語・童話などの本を読む」でおよそ

３割、「新聞のニュース欄を読む」でおよそ

１割、「地域の図書館で本を読んだり借りた

りする」でおよそ３割の差がついている。国

語の学力上位層にいる子どもは、下位層の子

どもよりも歴史や文学・物語、新聞のニュー

スなどに接する機会が多い。

�日常生活の中での「学習」と学力
学力上位層ほど日常生活の中での「学習」を行う傾向がある。しかしながら、
「自然や動物・植物の本を読む」「家でペットや動物・植物の世話をする」な
どの自然や動植物にかかわることがらでは、学力下位層ほどよく行っている。
また、国語の学力階層が「上位」の子どもは「下位」の子どもよりも、歴史
や文学・物語、新聞のニュースなどに接する機会が多い。

Ｑ あなたは、ふだん（学校の授業や宿題以外で）次のことをどの

くらいしますか。

●第３回学習基本調査 小学生版
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表３－１－９ 日常生活の中での「学習」（学力階層別）

注１）数値は「よくする」と「時々する」の合計。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

歴史の本や伝記の本を
読む ４９．７ ４６．２ ４２．１ ３８．５ ５４．１ ４６．１ ４２．８ ３４．７ ５０．２ ４７．９ ４２．０ ３５．７

文学・小説・物語・童
話などの本を読む ７３．３ ７１．５ ６９．７ ５８．９ ８２．１ ７０．４ ６７．６ ５４．６ ７７．６ ７２．４ ６９．８ ５２．０

自然や動物・植物の本
を読む ５０．３ ５８．５ ５９．２ ６２．３ ５５．９ ５５．３ ６０．６ ６１．１ ５２．９ ５７．３ ５９．８ ６２．１

新聞のニュース欄を読
む ４９．８ ４２．８ ４２．５ ３７．２ ５０．０ ４３．５ ４１．５ ３６．１ ４９．３ ４３．７ ４１．５ ３６．１

美術館や博物館に行く ２６．８ ３１．９ ２８．０ ２７．２ ３４．９ ３０．０ ２６．２ ３０．０ ３０．４ ３１．８ ２５．４ ３０．４

家でペットや動物・植
物の世話をする ６２．５ ６２．８ ６８．５ ６４．６ ６１．５ ６２．６ ６６．８ ６５．８ ５９．９ ６３．７ ６７．３ ６５．２

日記をつける ３５．３ ３４．８ ３６．３ ３７．６ ３４．４ ３６．０ ３４．４ ３７．０ ３３．９ ３５．２ ３７．５ ３４．８

読みたい本を本屋さん
で探して買う ７０．０ ７２．８ ６９．７ ７０．６ ７５．７ ７１．１ ７１．２ ６６．７ ７３．２ ７２．６ ７０．９ ６６．９

地域の図書館で本を読
んだり借りたりする ５９．４ ５６．８ ５４．４ ４５．９ ６３．３ ５８．２ ５４．３ ３７．５ ６１．７ ５７．１ ５５．８ ４０．１

（％）

●第３回学習基本調査 小学生版
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学力階層ごとの家庭の学習環境にどのよう

な違いがあるのか、表３－１－１０を用いてみ

てみよう。

２教科合計の学力階層からみると、全体に

学力が高い子どもの家庭ほど学習環境に恵ま

れている。「上位」と「下位」の差に着目し

て比較すると、「上位」の子どもの家庭では

「下位」の子どもの家庭よりも「家には本（マ

ンガや雑誌以外）がたくさんある」割合がお

よそ１割多い（「上位」７３．１％対「下位」６３．４％）。

また、「自分一人の勉強部屋を持っている」

割合も１割以上多い（４５．８％対３３．５％）。さ

らに、「お父さんやお母さんとよく話をする」

割合はおよそ２割多く（９１．６％対７２．２％）、「こ

の１か月の間に、お父さんやお母さんに勉強

をみてもらったことがある」割合も２割以上

多い（７０．５％対４８．５％）。そして、「お母さん

は私の成績をよく知っている」（８５．０％対

６３．９％）と「お父さんは私の成績をよく知っ

ている」（６０．４％対４５．８％）も２割前後多い。

さらに、「家の人に博物館や美術館に連れて

いってもらったことがある」割合でも２割以

上の差がついている（６７．８％対４５．４％）。２

教科合計の学力が高い子どもの家庭ほど、さ

まざまな面での学習環境に恵まれているとい

える。ただし、「ほとんど毎日、家の人は私

に『勉強しなさい』と言う」のは低い学力の

子どもの家庭のほうである（３７．０％対４７．６％）。

学力が高い子どもの保護者は、勉強をするよ

うに言うよりは、ふだんから話し合ったり、

勉強をみてあげたり、子どもの学業の状況を

知るようにしている。

算数と国語の学力階層別にも、２教科合計

の学力階層と同じ程度の強さで同じ傾向が読

み取れる。しかしながら、「家には本（マン

ガや雑誌以外）がたくさんある」の項目では、

算数と国語で異なる傾向が表れた。この項目

では、国語は「上位」７４．３％対「下位」６２．０％

と１割強の差があるのに対して、算数は「上

位」６６．３％対「下位」６４．９％と差がほとんど

ない。家庭の本の多寡は、国語の能力に影響

を与えているようだ。


家庭環境と学力
学力が高い子どもの家庭ほど学習環境に恵まれている。ただし、「ほとんど
毎日、家の人は私に『勉強しなさい』と言う」のは、学力下位層の子どもの
家庭のほうが多い。学力が高い子どもの保護者は、勉強をするように言うよ
りは、ふだんから話し合ったり、勉強をみてあげたり、子どもの学業の状況
を知るようにしている。

Ｑ あなたの家のことについてお聞きします。

●第３回学習基本調査 小学生版
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表３－１－１０ 家庭の学習環境（学力階層別）

注１）複数回答。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

家には本（マンガや雑
誌以外）がたくさんあ
る

６６．３ ６９．６ ５７．６ ６４．９ ７４．３ ６６．２ ６１．１ ６２．０ ７３．１ ６５．２ ６２．０ ６３．４

自分一人の勉強部屋を
持っている ４６．０ ４０．４ ４１．２ ３７．７ ４９．５ ３９．０ ４２．５ ３３．３ ４５．８ ４１．６ ４１．８ ３３．５

ほとんど毎日、家の人
は私に「勉強しなさ
い」と言う

３８．５ ３９．０ ３８．９ ４７．６ ３３．０ ３６．６ ４４．０ ４９．１ ３７．０ ３５．９ ４３．９ ４７．６

この１か月の間に、お父
さんやお母さんに勉強を
みてもらったことがある

６６．８ ６５．９ ６２．１ ４８．５ ６９．３ ６６．８ ５８．９ ４９．５ ７０．５ ６５．８ ５９．８ ４８．５

お父さんやお母さんと
よく話をする ８９．８ ８６．６ ８３．６ ７４．０ ９０．８ ８６．９ ８４．９ ６８．５ ９１．６ ８７．０ ８３．０ ７２．２

お母さんは私の成績を
よく知っている ７９．７ ８２．０ ７７．２ ６６．７ ８６．２ ８１．３ ７５．５ ６５．７ ８５．０ ８１．４ ７７．４ ６３．９

お父さんは私の成績を
よく知っている ５７．８ ５８．５ ５５．３ ４５．０ ５８．３ ５７．３ ５６．３ ４５．４ ６０．４ ５８．１ ５４．２ ４５．８

家の人に博物館や美術
館に連れていってもら
ったことがある

６３．６ ５８．６ ５２．４ ４５．０ ６９．７ ５６．３ ５２．６ ４３．５ ６７．８ ５８．４ ４９．９ ４５．４

（％）

●第３回学習基本調査 小学生版
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明らかに、通塾が子どもの学力に影響を与

えている。

表３－１－１１は、通塾の状況別に子どもの

学力階層の分布をみたものである。偏差値５０

以上（「上位」と「中の上位」の合計）に着

目して考察を進めると、算数でも国語でも２

教科合計でも、「通塾者」は「非通塾者」と

比べて、偏差値５０以上の割合が高くなってい

る。

また、通塾者の中で、通塾日数が「３日以

上」の子どもは「２日以下」の子どもと比べ

てみたときも、やはり算数、国語、２教科合

計のすべてで偏差値５０以上の割合が高くなっ

ている。

さらに、通塾者の中で、「進学塾」に通っ

ている子どもは「補習塾」に通っている子ど

もと比べて、ここでも算数、国語、２教科合

計ともに２割以上も高い値になっている。と

りわけ、算数の学力階層別では、「進学塾」

に通っている子どもは「補習塾」に通ってい

る子どもよりも３割近く「上位」の割合が高

くなっている。「進学塾」に通うか「補習塾」

に通うかと算数の学力階層の間に非常に強い

相関がある。

最後に、１回の通塾で学習する時間につい

てみてみると、「３時間以上」の子どもは「３

時間未満」の子どもと比べて、偏差値５０以上

の割合がおよそ２割高い値になっている。

以上、通塾状況によって学力階層の分布に

顕著な差があり、学力上位層が多いのは、�
「非通塾者」よりも「通塾者」、�「２日以下」
よりも「３日以上」の通塾、�「補習塾」よ
りも「進学塾」への通塾、�「３時間未満」
よりも「３時間以上」の学習をしているとい

った特徴を持つ子どもたちであった。

４．学校外の学習機会の利用と学力


学習塾の利用と学力
通塾状況別にみると子どもの学力階層分布に顕著な差があった。学力上位層
が多いのは、�「非通塾者」よりも「通塾者」、�「２日以下」よりも「３日
以上」の通塾、�「補習塾」よりも「進学塾」への通塾、�「３時間未満」よ
りも「３時間以上」の学習をしているといった特徴を持つ子どもたちである。

Ｑ あなたは今、学習塾に行っていますか（そろばん、習字などの

塾は除きます。「公文」のような自習教室は含めます）。

［学習塾に行っている人にお聞きします］
●週に何日行っていますか。
●あなたの行っているのは、どんな学習塾ですか。
●学習塾では１回に、平均何時間くらい勉強しますか。
●あなたが行っている学習塾は、１クラス何人ですか。
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表３－１－１１ 算数、国語、２教科合計の学力階層（通塾状況別）

注１）「学習塾の利用」で「通塾」は「行っている」を、「非通塾」は「行っていない」を選択した児童。
注２）「週あたりの通塾日数」で「１～２日」は「１日」「２日」を、「３日以上」は「３日」「４日」「５日」「６日」「７

日」を選択した児童。
注３）「学習塾のタイプ」で「補習塾」は「学校の勉強がわかるようになるための学習塾」を、「進学塾」は「私立中学

校や国立大学の附属中学校を受験するための進学塾」を選択した児童。
注４）「学習塾での学習時間」で「３時間未満」は「３０分くらい」「１時間くらい」「２時間くらい」を、「３時間以上」

は「３時間くらい」「４時間以上」を選択した児童。
注５）数値部分のアミかけは「上位」と「中の上位」の合計の差が１０％以上のもの。
注６）（ ）内はサンプル数。

算 数 国 語 ２教科合計

学習塾の利用 通塾
（４５４）

非通塾
（６８８）

通塾
（４４８）

非通塾
（６９３）

通塾
（４４８）

非通塾
（６８７）

上位 ２０．７ １２．５ ２３．０ １５．０ ２５．２ １５．４

中の上位 ４６．９ ４６．２ ４０．０ ３６．７ ４０．８ ３８．４

上位＋中の上位 ６７．６ ５８．７ ６３．０ ５１．７ ６６．０ ５３．８

中の下位 １７．６ ２５．７ ２６．３ ３１．２ ２１．０ ３０．１

下位 １４．８ １５．６ １０．７ １７．２ １２．９ １６．０

以下の項目は、塾・予備校に「行っている」と答えた児童のみ回答。

算 数 国 語 ２教科合計

週あたり通塾日数 １～２日
（２９３）

３日以上
（１５６）

１～２日
（２９１）

３日以上
（１５２）

１～２日
（２９１）

３日以上
（１５２）

上位 １２．６ ３６．５ １９．６ ２９．６ １７．９ ４０．１

中の上位 ５０．２ ４１．７ ３８．１ ４４．７ ４３．６ ３６．２

上位＋中の上位 ６２．８ ７８．２ ５７．７ ７４．３ ６１．５ ７６．３

中の下位 １９．５ １３．５ ３０．６ １７．１ ２３．４ １５．８

下位 １７．７ ８．３ １１．７ ８．６ １５．１ ７．９

学習塾タイプ 補習塾
（２５０）

進学塾
（１３７）

補習塾
（２４６）

進学塾
（１３５）

補習塾
（２４６）

進学塾
（１３５）

上位 １２．８ ４０．９ １９．９ ３０．４ １７．９ ４３．０

中の上位 ４７．２ ４３．８ ３７．８ ４７．４ ４３．１ ３９．３

上位＋中の上位 ６０．０ ８４．７ ５７．７ ７７．８ ６１．０ ８２．３

中の下位 ２２．４ ７．３ ３０．１ １５．６ ２４．４ ９．６

下位 １７．６ ８．０ １２．２ ６．７ １４．６ ８．１

学習塾での学習時間 ３時間未満
（３４９）

３時間以上
（９７）

３時間未満
（３４３）

３時間以上
（９７）

３時間未満
（３４３）

３時間以上
（９７）

上位 １４．６ ４３．３ １９．５ ３６．１ ２０．４ ４３．３

中の上位 ４８．７ ４２．３ ３７．６ ４９．５ ４０．５ ４３．３

上位＋中の上位 ６３．３ ８５．６ ５７．１ ８５．６ ６０．９ ８６．６

中の下位 ２０．３ ７．２ ２９．４ １４．４ ２３．９ １０．３

下位 １６．３ ７．２ １３．４ ０．０ １５．２ ３．１

（％）
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学力階層の違いによって、習い事やおけい

こ事の利用率に差があった（表３－１－１２）。

「上位」と「下位」の違いに注目して考察を

進めると、まず、２教科合計では、「音楽」（「上

位」４３．６％対「下位」１４．１％）、「習字」（２４．７％

対１２．３％）、「英語」（２４．２％対８．４％）で差が

あり、いずれについても上位層ほど利用率が

高い。

算数では、「音楽」（３４．８％対１８．２％）、「ス

ポーツ」（４７．１％対３５．５％）、「英語」（２０．３％

対１１．７％）などで利用率に差があり、ここで

もいずれについても学力が高いほど利用率が

高い。

国語では、「音楽」（４８．６％対１１．６％）、「習

字」（３１．２％対１２．５％）、「英語」（２５．２％対９．７％）

で差があり、ここでもふたたび学力上位層ほ

ど利用率が高い。国語については、学力上位

層と下位層で差が非常に大きくなっているの

が特徴である。また、「上位」と「下位」の

差について、教科による特徴をみると、算数

で「スポーツ」の差が大きく、国語で「習字」

の差が大きい。

最後に、「何もしていない」に関しては、

２教科合計、算数、国語ともに、学力階層が

「下位」の子どもが「上位」の子どもに比べ

て２割ほど多くなっている。

�習い事・おけいこ事と学力
学力階層の違いによって、習い事やおけいこ事の利用率に差がある。算数の
学力階層別にみると、「音楽」「スポーツ」「英語」などで学力上位層ほど利
用率が高い。同様に、国語の学力階層の「上位」と「下位」の差をみると、
「スポーツ」の差は小さくなる一方で、「音楽」「英語」に加えて「習字」で
も大きな差が生じている。これらは、学力階層が「上位」であるほど利用率
が高い。

Ｑ あなたは、おけいこや学校外のクラブに行っていますか。
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表３－１－１２ 習い事・おけいこ事（学力階層別）

注１）複数回答。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

音楽 ３４．８ ３０．６ １８．０ １８．２ ４８．６ ２５．８ ２１．９ １１．６ ４３．６ ２８．２ １９．９ １４．１

習字 ２１．４ ２３．３ １９．９ １４．３ ３１．２ ２２．１ １７．５ １２．５ ２４．７ ２４．１ １８．９ １２．３

そろばん １３．９ １２．２ ９．０ ８．２ １１．５ １２．３ ９．４ １０．２ １２．８ １１．１ １０．８ ９．３

スポーツ ４７．１ ４６．２ ４３．４ ３５．５ ４０．８ ４７．１ ４４．５ ３８．９ ４２．３ ４７．０ ４４．７ ３６．６

英語 ２０．３ ２０．１ １２．９ １１．７ ２５．２ １９．５ １３．２ ９．７ ２４．２ ２１．０ １２．４ ８．４

絵 ２．７ ２．７ １．９ ３．０ ４．１ １．４ ３．８ ２．３ ２．６ ２．５ ２．４ ３．１

バレエ、ダンス ３．７ ３．５ ３．２ ２．６ ４．６ ４．８ １．７ １．９ ３．１ ４．７ ３．０ １．３

その他 ３４．８ ２６．２ ２１．９ １９．０ ３３．０ ２８．０ ２０．７ １８．５ ３７．０ ２６．０ １９．９ １９．４

何もしていない ９．１ １５．３ １９．６ ２９．９ １１．９ １３．３ ２１．２ ２９．２ ９．７ １５．０ １９．９ ３０．４

（％）
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表３－１－１３をみると、パソコンやインタ

ーネットの利用に関して学力階層による差が

あった。

２教科合計の学力階層別には、「家でパソ

コンを使う（「上位」７１．８％対「下位」４１．０％）」

「家でインターネットを使って何か調べる

（４７．６％対２０．７％）」と家でパソコンを使う割

合やインターネットを使う割合が「上位」と

「下位」でおよそ３割も違っている。また、「学

校でパソコンを使う（８９．４％対７４．９％）」割

合や「学校でインターネットを使って何か調

べる（５５．１％対２８．７％）」割合も「上位」の

ほうが「下位」よりも高くなっている。

同様な傾向を算数と国語の学力階層にもみ

ることができる。

パソコン以外のメディアについては、「CD

教材やビデオ教材を使って勉強する」「テレ

ビやラジオの講座で勉強する」「家でパソコ

ン用の学習ソフトで勉強する」「家でゲーム

機用の学習ソフトで勉強する」ともに、それ

ぞれの学力階層による差は小さかった。

�メディアの利用と学力
パソコンやインターネットの利用に関して学力階層による差があり、上位層
ほど家や学校でパソコンに触れたり、インターネットを使って何かを調べた
りすることが多い。その他のメディアに関しては、学力階層による差は小さ
い。

表３－１－１３ メディアの利用（学力階層別）

注１）数値は「よくある」と「時々ある」の合計。 注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。 注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

家でパソコン
を使う ６８．５ ６０．１ ５２．４ ４０．７ ７０．２ ６０．０ ５０．２ ４１．７ ７１．８ ６０．４ ４９．３ ４１．０

学校でパソコ
ンを使う ８８．２ ８６．１ ８１．７ ７５．３ ９２．７ ８５．５ ８０．６ ７５．４ ８９．４ ８６．６ ８１．２ ７４．９

CD教材やビデオ教
材を使って勉強する ３６．９ ３９．５ ３７．０ ３８．１ ４１．３ ３８．０ ３７．７ ３５．７ ３３．４ ４２．１ ３６．１ ３７．０

テレビやラジオの
講座で勉強する ２０．３ ２０．３ １５．７ ２２．１ ２３．０ １８．５ １９．０ １８．１ ２１．２ １９．２ １７．６ ２１．１

家でパソコン用の学
習ソフトで勉強する １９．８ １８．０ １６．４ １７．３ ２０．７ １７．３ １７．１ １５．３ １９．８ １７．８ １５．６ １７．７

家でゲーム機用の学
習ソフトで勉強する １６．０ １８．５ １８．９ ２４．７ １６．９ １８．７ １９．７ ２１．３ １６．３ １９．０ １８．６ ２３．８

家でインターネット
を使って何か調べる ４７．６ ３５．１ ２６．７ ２０．０ ４５．９ ３７．０ ２５．２ １９．９ ４７．６ ３７．３ ２２．９ ２０．７

学校でインターネット
を使って何か調べる ５１．４ ４６．７ ４０．５ ２８．６ ５９．２ ４５．５ ３８．７ ２８．３ ５５．１ ４７．４ ３８．６ ２８．７

パソコンやテレビなどのメディア（機械）についてお聞きしま

す。

（％）
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表３－２－１を用いて、算数、国語、２教

科合計の学力階層別に、子どもたちが自分の

成績についてどのように思っているかを考察

する。

まず、２教科合計の学力階層についてであ

るが、「今の成績はクラスの中で『上位』（７

段階中「１（上のほう）」「２」「３」を選択）

である」と自己評価した割合は、「上位」５９．０％

に対して「下位」１２．４％と４６．６ポイントの差

があった。反対に、「今の成績がクラスの中

で『下位』（「５」「６」「７（下のほう）」を

選択）である」と自己評価した割合は、「上

位」１１．１％に対して「下位」５２．３％と４１．２ポ

イントの差になっている。学力階層によって

成績の自己評価が大きく異なっていて、両者

は相関しているといえよう。

しかし、ここで注目したいのは、２教科合

計の学力階層が「下位」であっても、「今の

成績がクラスで『上位』である」と答えた子

どもが１２．４％、「『中位』（「４（真ん中）」を

選択）である」と答えた子どもが３２．６％、合

わせて４５．０％もいるということである。こう

したズレが生じた理由として、算数と国語以

外の教科が成績の自己評価に影響を与えてい

るという可能性や、小学校ごと・クラスごと

に学力の差違が大きく、２教科合計の学力階

層が「下位」でも自分のクラスの中では「上

位」や「中位」に位置する子どもがいるとい

った可能性が考えられる。

次に、算数についてみてみると、学力上位

層ほど「算数の今の成績はクラスの中で『上

位』」と答える割合が高くなるが、それだけ

でなく「国語の今の成績はクラスの中で『上

位』」と答える割合も高くなる。同様に、国

語でも学力上位層ほど「国語の今の成績はク

ラスの中で『上位』」と答える割合が高くな

るが、それだけでなく「算数の今の成績はク

ラスの中で『上位』」と答える割合も非常に

高くなる。

さらに、「あなたはどのくらいの成績がと

第２節 小学生の学習観・成績観と学力

１．成績観と学力

�成績の自己評価と学力
学力階層によって成績の自己評価が大きく異なっている。しかし、学力階層
が「下位」であっても今の成績がクラスで「上位」や「中位」であると自己
評価する子どもが多く、その割合の合計は４５．０％にも達する。

Ｑ
●あなたの今の成績は、クラスの中でどのくらいですか。
●次の教科（算数、国語）の今の成績は、クラスの中でどのく

らいですか。
●あなたはどのくらいの成績がとれたらいいと思いますか。
●今の成績は別として、あなたがうんとがんばれば、どのくら

いの成績がとれると思いますか。

●第３回学習基本調査 小学生版
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れたらいいと思いますか」「今の成績は別と

して、あなたがうんとがんばれば、どのくら

いの成績がとれると思いますか」という質問

に対しては、算数、国語、２教科合計の各学

力階層の「上位」ほど、肯定的な回答をする

傾向が現れているが、「下位」の子どもでも

およそ６割が「『上位』の成績をとりたい」

と答え、同じくおよそ６割が「がんばれば『上

位』の成績がとれる」と答えている。学力階

層の低い子どもたちであっても高い成績をと

りたいと考え、そしてがんばれば実際にとれ

ると思っていることがわかる（表３－２－２）。

表３－２－１ 成績の自己評価（学力階層別）

注１）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注２）（ ）内はサンプル数。

表３－２－２ とりたい成績・がんばればとれると思う成績（学力階層別）

注１）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注２）（ ）内はサンプル数。

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

あなたの今の
成績はクラス
の中でどのく
らいですか

上位
「１」「２」「３」 ５６．６ ３９．１ １６．７ １３．４ ５５．１ ４０．７ １９．５ １２．９ ５９．０ ４０．６ １５．７ １２．４

中位
「４」 ２９．９ ３５．９ ３７．３ ３４．２ ２８．９ ３６．４ ３８．５ ３１．９ ２９．１ ３６．９ ３８．３ ３２．６

下位
「５」「６」「７」 １１．８ ２２．４ ４４．１ ５０．３ １４．７ ２１．１ ３９．２ ５２．２ １１．１ ２０．０ ４３．７ ５２．３

算数の今の成
績はクラスの
中でどのくら
いですか

上位
「１」「２」「３」 ６７．９ ４４．３ １９．６ １３．５ ５７．７ ４１．７ ２７．６ ２１．３ ６３．５ ４３．７ ２３．８ １４．９

中位
「４」 １７．１ ３０．９ ２６．７ ２２．９ ２４．８ ２７．２ ２７．９ ２５．０ ２０．７ ３０．５ ２７．２ ２３．３

下位
「５」「６」「７」 １５．０ ２３．２ ５２．８ ６１．９ １７．０ ２９．９ ４２．８ ５２．３ １５．０ ２４．５ ４８．２ ５９．５

国語の今の成
績はクラスの
中でどのくら
いですか

上位
「１」「２」「３」 ５８．８ ４１．８ ２６．１ １７．８ ６２．８ ４４．９ ２３．８ １４．３ ６４．７ ４２．３ ２４．４ １４．５

中位
「４」 ２４．６ ３１．７ ３２．８ ３９．４ ２４．８ ３１．８ ３８．０ ３０．６ ２２．５ ３２．２ ３８．５ ３３．０

下位
「５」「６」「７」 １６．０ ２５．２ ３９．９ ４１．６ １１．９ ２２．３ ３６．８ ５３．３ １１．８ ２４．４ ３５．６ ５０．６

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

あなたは、ど
のくらいの成
績がとれたら
いいと思いま
すか

上位
「１」「２」「３」 ９６．８ ９２．０ ８４．９ ６６．６ ９６．４ ９３．４ ８４．８ ６３．９ ９６．９ ９３．４ ８６．０ ６２．１

中位
「４」 ２．１ ５．６ １０．６ １９．０ ３．２ ４．６ １１．５ １７．６ ２．６ ４．７ １０．５ ２０．３

下位
「５」「６」「７」 １．０ ２．２ ３．８ １２．５ ０．５ １．８ ２．９ １７．１ ０．４ １．８ ３．０ １５．８

今の成績は別と
して、あなたが
うんとがんばれ
ばどのくらいの
成績がとれると
思いますか

上位
「１」「２」「３」 ９４．７ ８９．５ ７７．２ ６１．１ ９５．９ ８９．５ ７８．９ ５９．７ ９６．４ ９０．７ ７９．５ ５６．０

中位
「４」 ４．８ ７．９ １７．７ ２５．５ ３．７ ８．２ １６．６ ２４．１ ３．１ ７．４ １６．２ ２７．８

下位
「５」「６」「７」 ０．５ ２．１ ４．２ １１．２ ０．５ １．８ ３．２ １４．７ ０．４ １．６ ３．０ １４．４

（％）

（％）
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図３－２－１①　成績観・学力観（算数の学力階層別）�
�

注１）複数回答。�
注２）（　）内はサンプル数。�

４８．７�

（％）�

将
来
ふ
つ
う
に
生

活
す
る
の
に
困
ら

な
い
く
ら
い
の
学

力
が
あ
れ
ば
い
い�

上位（１８７）�
中の上位（６２１）�
中の下位（３１１）�
下位（２３１）�

ど
こ
か
の
高
校
や

大
学
・
短
期
大
学

に
入
れ
る
学
力
が

あ
れ
ば
い
い�

で
き
る
だ
け
い
い

高
校
や
大
学
に

入
れ
る
よ
う
、成

績
を
上
げ
た
い�

学
校
生
活
が
楽

し
け
れ
ば
、成
績

に
は
こ
だ
わ
ら
な

い� 今
は
勉
強
す
る

こ
と
が
一
番
大
切

な
こ
と
だ�

そ
ん
な
に
勉
強

し
な
く
て
も
、な

ん
と
か
進
学
で
き

る
だ
ろ
う�

５９．４�
６３．０�６４．１�

３８．５�３９．６�４０．８�
４５．０�

７１．７�６９．２�６７．５�

５９．３�

２７．３�

３５．９�３５．７�３８．５� ３５．３�３７．２�

４６．６�４７．２�

８．０�
１２．２�

１６．７�１８．６�

図３－２－１�は、成績観・学力観を尋ね
た結果を算数の学力階層別に示している。こ

れをみると、算数の学力が上位であるほど、

「できるだけいい高校や大学に入れるよう、

成績を上げたい」と答える割合が高まり「上

位」では７１．７％にも及んでいる。学力が高い

ほど学歴獲得を目指した成績達成を望んでい

ることがわかる。これに対して学力下位層ほ

ど、「将来ふつうに生活するのに困らないく

らいの学力があればいい」「どこかの高校や

大学・短期大学に入れる学力があればいい」

という回答が多く、そこそこの学力で満足し

ている。この背景には「そんなに勉強しなく

ても、なんとか進学できるだろう」という現

状認識が影響している。その結果、学力の低

い子どもは「学校生活が楽しければ、成績に

はこだわらない」としているが、しかしなが

ら同時に、矛盾するようだが「今は勉強する

ことが一番大切なことだ」とも考えている。

実際の学校生活は勉強をしないと楽しいもの

にできないようになっているのであろうか。

図３－２－１�で国語についてみてみると、
「将来ふつうに生活するのに困らないくらい

の学力があればいい」「どこかの高校や大

�成績観・学力観と学力
学力上位層ほど学歴獲得を目指した学力向上を望んでいる。それに対して、
下位層ほど、そこそこの学力で満足する。この背景には「そんなに勉強しな
くても、なんとか進学できるだろう」という現状認識が影響している。

Ｑ あなたは、次のように思うことがありますか。
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図３－２－１②　成績観・学力観（国語の学力階層別）�
�

注１）複数回答。�
注２）（　）内はサンプル数。�
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上位（２１８）�
中の上位（４９７）�
中の下位（４１６）�
下位（２１６）�

ど
こ
か
の
高
校
や

大
学
・
短
期
大
学

に
入
れ
る
学
力
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あ
れ
ば
い
い�

で
き
る
だ
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い
い

高
校
や
大
学
に

入
れ
る
よ
う
、成

績
を
上
げ
た
い�

学
校
生
活
が
楽

し
け
れ
ば
、成
績

に
は
こ
だ
わ
ら
な

い� 今
は
勉
強
す
る

こ
と
が
一
番
大
切

な
こ
と
だ�

そ
ん
な
に
勉
強

し
な
く
て
も
、な

ん
と
か
進
学
で
き

る
だ
ろ
う�

５７．１�

６５．９�

５５．６�

３９．９�３８．８�
４２．５�４０．７�

７２．５�７１．４�
６５．１�

５６．５�

３２．１�３２．２�
３９．２�３７．５�

３１．２�
３８．４�

４５．２�４６．８�

９．６�１０．７�
１５．９�

２１．８�
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図３－２－１③　成績観・学力観（２教科合計の学力階層別）�
�

注１）複数回答。�
注２）（　）内はサンプル数。�

５５．１�

（％）�

将
来
ふ
つ
う
に
生

活
す
る
の
に
困
ら

な
い
く
ら
い
の
学

力
が
あ
れ
ば
い
い�

上位（２２７）�
中の上位（５１５）�
中の下位（３７１）�
下位（２２７）�

ど
こ
か
の
高
校
や

大
学
・
短
期
大
学

に
入
れ
る
学
力
が

あ
れ
ば
い
い�

で
き
る
だ
け
い
い

高
校
や
大
学
に

入
れ
る
よ
う
、成

績
を
上
げ
た
い�

学
校
生
活
が
楽

し
け
れ
ば
、成
績

に
は
こ
だ
わ
ら
な

い� 今
は
勉
強
す
る

こ
と
が
一
番
大
切

な
こ
と
だ�

そ
ん
な
に
勉
強

し
な
く
て
も
、な

ん
と
か
進
学
で
き

る
だ
ろ
う�

５７．９�
６４．７�

５９．５�

３６．１�
４０．８�４２．９�４１．０�

７０．９�７２．０�
６４．４�

５８．１�

２９．１�
３３．４�

４０．２�３７．４�
３２．６�

３６．９�

４７．７�４６．３�

７．９�
１１．３�

１７．５�１９．８�

学・短期大学に入れる学力があればいい」の

２つの項目では「上位」と「下位」で差がほ

とんどない。これに対して、「できるだけい

い高校や大学に入れるよう、成績を上げた

い」は「上位」が７２．５％、「下位」が５６．５％

と差が大きい。そして、「そんなに勉強しな

くても、なんとか進学できるだろう」は「上

位」が９．６％に対して、「下位」が２１．８％とな

っている。

最後に、図３－２－１�をみると、２教科
合計でも、国語とほぼ同じような傾向になっ

ている。
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最初に、図３－２－２�で算数の学力階層
別に関心、意欲にかかわる項目をみよう。当

然のことだが、算数の学力が高いほど「算数

の考え方や解き方を『すばらしい』とか『ふ

しぎだな』と感じる」「算数の問題の解き方

を考えたり工夫したりするのが好きだ」と答

える割合が多くなる。しかしそれだけでなく、

国語に関する質問項目の「国語の教科書を読

んでいて、登場人物や書いてある内容に興味

がわいてくる」でも「上位」７６．５％、「中の

上位」７２．５％、「中の下位」６６．６％、「下位」

５９．３％と上位層ほど高い値になっており、「自

分や相手の気持ち・考えをうまく出し合えた

らいいなと思う」でも「上位」８０．８％、「中

の上位」７６．４％、「中の下位」６９．５％、「下位」

６０．２％とやはり上位層ほど高い値になってい

る。さらに、英語に関する質問でも「英語を

使って外国の人と話したり、手紙を書いたり

してみたい」に対して「上位」６６．３％、「中

の上位」６３．７％、「中の下位」５５．３％、「下位」

５３．３％と上位層ほど高い値になっている。そ

して、社会に関する質問項目でも算数の学力

階層が「上位」であるほど高い値になってい

る。算数の学力階層が高いほど算数、国語、

英語、社会に関する関心、意欲が高い。

続いて、図３－２－２�で、国語の学力と
各教科の関心、意欲の関係をみると、今度は

すべての教科にかかわる項目で国語の学力が

高いほど関心、意欲も高くなっており、階層

ごとの差違も算数の場合よりも大きい。こう

した結果は、国語の学力が他の教科の関心、

意欲を支える基礎的な学力となっている可能

性を示唆している。

２．学習していて感じることと学力

算数の学力が上位であるほど算数だけでなく、国語、英語、社会に関する関
心、意欲が高い。また、国語では、すべての教科にかかわる項目で学力上位
層ほど関心、意欲も高くなっており、階層ごとの差も算数の場合よりも大き
い。このことは、国語の学力が他の教科の関心、意欲を支える基礎的な学力
となっている可能性を示唆している。

Ｑ あなたは勉強していて、次のように感じることがありますか。

●第３回学習基本調査 小学生版
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図３－２－２①　学習していて感じること（算数の学力階層別）�
�
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図３－２－２③　学習していて感じること（２教科合計の学力階層別）�
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注２）（　）内はサンプル数。�
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学力の高い子と低い子で勉強についての悩

みはどう違うのだろうか。今度は、学力階層

別に学習上の悩みについてみてみよう。

最初に、図３－２－３�で算数の学力階層
別にみると、「わかりやすい授業にしてほし

い（「上位」２８．９％対「下位」４９．８％）」「覚

えなければいけないことが多すぎる（２８．９％

対５１．９％）」の２項目で「上位」と「下位」

の差がおよそ２割開いている。学力の低い子

どもは高い子どもよりも学習の難易度と覚え

る量の多さに困難を感じている。さらに、学

力の低い子どもは高い子どもよりも「新しい

ことを知るのが好きだ（６９．０％対５３．２％）」

と知ることを好きになる割合が低く、「問題

が解けたり、何かがわかるとうれしい（８０．２％

対７２．３％）」とうれしさも少ない。また、「何

のために勉強しているのかわからない（７．０％

対１９．９％）」と勉強の意義をつかんでいない

割合も高く、「上手な勉強の仕方がわからな

い（２３．０％対３６．８％）」も「下位」のほうが

高い。このように学力の低い子どもは高い子

どもと比べて、学習に対して疎外的である。

しかし、下位層は上位層よりも「４年生まで

にもっと勉強しておけばよかった（１８．７％対

５２．８％）」と悔やむ気持ちは強く、「もっと成

績をよくしたい（７１．７％対８０．１％）」という向

上意欲も強いという傾向も持っている。決し

て疎外されたままではない。

図３－２－３�と図３－２－３�で国語の
学力階層と２教科合計の学力階層ごとの学習

上の悩みについてみている。ここでも、算数

と同じ傾向が読み取れた。

３．学習上の悩みと学力

学力の低い子どもは高い子どもよりも学習の難易度と覚える量の多さに困難
を感じている。さらに、学力の低い子どもは高い子どもと比べて学習に対し
て疎外的である。しかし、学力下位層は上位層よりも学力向上意欲が強い。

Ｑ あなたは勉強について、次のように思うことがありますか。

●第３回学習基本調査 小学生版
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図３－２－３②　学習上の悩み（国語の学力階層別）�
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学力が高い子どもは低い子どもと比べて、

中学受験を希望する割合が高い。表３－２－

３でこのことをみると、中学受験を決めてい

る割合は、算数の学力階層では「上位」が

３２．１％と３割強、「中の上位」が１７．２％と２

割弱、そして「中の下位」が１３．２％、「下位」

が１２．６％とそれぞれ１割強である。こうした

差は国語の学力階層ではやや小さくなり、国

語の学力階層の「上位」は２１．６％、「中の上

位」は２３．７％、「中の下位」は１１．３％、「下位」

は１０．２％であった。算数の学力階層のほうが

中学受験との相関が強い。

４．進路・進学意識と学力

学力上位層は下位層に比べると、中学受験を希望する割合が高い。さらに、
「四年制大学まで」や「大学院まで」の進学を希望する割合も高く、将来進
みたい学校段階は、現在の学力と相関していることがわかる。

表３－２－３ 中学受験の希望（学力階層別）

注１）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注２）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

受験する ３２．１ １７．２ １３．２ １２．６ ２１．６ ２３．７ １１．３ １０．２ ２７．３ １９．０ １３．５ １０．６

まだ決めて
いない ４０．１ ５０．４ ５０．５ ５１．５ ４２．７ ４６．１ ５４．３ ５２．８ ４２．３ ４８．３ ５２．３ ５２．０

受験しない ２７．３ ３２．２ ３５．４ ３２．９ ３４．４ ２９．８ ３３．９ ３４．７ ３０．０ ３１．８ ３４．２ ３４．４

●あなたは、どこかの中学校（私立中学校や国立大学の附属中

学校）を受験しようと思っていますか。
●あなたは将来、どの学校まで進みたいですか。

（％）
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続いて、表３－２－４で算数、国語、２教

科合計の各学力階層別に、将来どの学校まで

進みたいかをみると、まず、２教科合計の「上

位」は「四年制大学まで」が１８．１％、「大学

院まで」が１４．５％と合計して３２．６％が大学以

上を希望している。これに対して「下位」で

は「四年制大学まで」が６．６％、「大学院まで」

が５．７％と合計しても１２．３％にしかならない。

反対に、「上位」では「中学校まで」が０．９％、

「高校まで」が１５．０％で、合計して１５．９％し

かいないのに対して、「下位」では「中学校

まで」が８．４％、「高校まで」が３６．６％で、合

計して４５．０％にもなっている。明らかに、学

力階層によって将来希望する学校段階が異な

る。２教科合計の学力階層とほぼ同様な傾向

を、算数の学力階層別、国語の学力階層別で

も読み取ることができる。

表３－２－４ 希望する進学段階（学力階層別）

注１）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注２）（ ）内はサンプル数。

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

中学校まで ０．０ ２．４ ４．２ ７．４ ０．９ ２．０ ４．３ ７．４ ０．９ １．６ ４．３ ８．４

高校まで １７．１ ２３．２ ３５．０ ３５．１ １７．０ ２１．５ ３２．７ ３９．８ １５．０ ２１．６ ３６．４ ３６．６

専門学校・各
種学校まで １５．５ １６．６ １１．６ １１．７ ２０．２ １６．９ １１．８ ６．９ ２０．７ １５．５ １１．６ ９．７

短期大学まで ７．０ ９．０ ８．４ ４．３ １１．０ ８．２ ７．９ ２．８ ９．３ ９．５ ７．５ ２．６

四年制大学ま
で ２０．９ １４．７ ９．０ ８．２ １６．１ １５．９ １２．３ ５．６ １８．１ １６．７ ９．４ ６．６

大学院まで １５．５ １１．０ ７．１ ６．５ １２．８ １２．５ ７．２ ６．０ １４．５ １１．８ ７．０ ５．７

その他 ２．７ ２．１ ０．３ １．７ １．８ ２．２ １．４ １．４ ２．２ ２．３ １．１ ０．９

わからない ２１．４ ２０．６ ２４．１ ２２．１ １９．７ ２０．１ ２１．９ ２７．８ １９．４ ２０．２ ２２．６ ２６．４

（％）
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